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平成4(1992)年 9⽉ 万国地質学会（京都）の地質現地⾒学コースに⽇⾼町千呂露川流域が選出
平成6(1994)年 8⽉ アースサイエンス株式会社から⽇⾼町へ「⽇⾼町における地質博物館構想について」企画書提出

9⽉ 「古アジア海の収束と古太平洋の拡⼤」国内委員会の合同研修会巡検に⽇⾼町千呂露川流域が選出
平成7(1995)年 2⽉ アースサイエンス（株）から⽇⾼町へ「⽇⾼⼭脈館構想について」提案書提出

4⽉ 「⽇⾼⼭脈館構想」について部内協議
4⽉ アースサイエンス（株）へ「⽇⾼町における⽇⾼⼭脈館構想」を委託
6⽉ 平成7年度第1回⽇⾼町社会教育委員の会議にて「⽇⾼⼭脈館構想」について協議
6-7⽉ 「⽇⾼町における⽇⾼⼭脈館構想委託業務」現地調査（アースサイエンス（株））
7⽉ アースサイエンス（株）から⽇⾼町へ「⽇⾼町における⽇⾼⼭脈館構想」報告書提出
9⽉ ⽇⾼⼭脈館の財源の⼀部となる⽇⾼発電所設置に伴う電源⽴地促進対策交付⾦申請のための道資源

エネルギー課ヒヤリング
9⽉ 電源⽴地促進対策交付⾦申請のための通産省ヒヤリング
11⽉ 電源⽴地促進対策交付⾦申請のための通産省ヒヤリング
11⽉ ⽇⾼⼭脈館構想配置モデル案及び根拠についてアースサイエンス（株）加藤博⼠に相談

平成8(1996)年 2⽉ 電源⽴地促進対策交付⾦申請書提出
3⽉ 平成7年度⽇⾼町図書館・郷⼟資料館運営委員合同会議にて、「⽇⾼⼭脈館構想」について協議
3⽉ ⽇⾼町地質研究会設⽴発起⼈会（9名）開催
5⽉ ⽇⾼⼭脈館建設予定地取得
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平成8(1996)年 7⽉ ⽇⾼の地質を⾒て歩こう体験の会実施（20名参加）⽇⾼地質研究会後援
⾒学地〜岩内岳採⽯場、三岩橋周辺、岡春部川砂防ダム付近、パンケヌーシ川北電取⽔堰付近、幌
内沢化⽯包含地

7-9⽉ 「⽇⾼⼭脈館基本調査委託業務（第1次）」現地調査（アースサイエンス（株））
9⽉ 「⽇⾼⼭脈館構想」について部内協議

平成9(1997)年 3⽉ ⽇⾼町議会運営協議会にて説明・協議
4⽉ 「⽇⾼⼭脈館構想」について部内協議（建設総予算、特別展⽰等の写真借⽤について）

⽇⾼⼭脈館建設準備委員会委員委嘱（10名）
第1回⽇⾼⼭脈館建設準備委員会会議（委員8名参加）

6⽉ ⽇⾼の地質を⾒て歩こう体験の会実施（26名参加） ⾒学地〜鍾乳洞、ビラパーク、三号の沢
「⽇⾼⼭脈館構想」について加藤博⼠、櫻井技師と協議 『内容から⼈員配置は必要』

7⽉ 「⽇⾼⼭脈館構想」について部内協議（建設総予算、展⽰計画案について）
8⽉ 平成10年度⽇⾼⼭脈館建設に関する通産省および道との協議

第2回⽇⾼⼭脈館建設準備委員会会議（委員8名参加）
9⽉ ⽇⾼⼭脈館業務打ち合わせ

北海道通商産業局、通産省⼯業技術院地質調査所北海道⽀所、北海道経済部資源エネルギー課、北
海道⼤学⼭岳部OB

9-11⽉ ⽇⾼⼭脈館基本調査2委託業務 現地調査、資料収集（アースサイエンス（株））
9-12⽉ ⽇⾼⼭脈館設計委託業務（岩⾒⽥建設設計事務所）
9⽉ ⽇⾼⼭脈館設計について協議
10⽉ ⽇⾼⼭脈館建設準備委員会町外施設視察研修（委員7名参加）

⽇⾼⼭脈⼭岳センター（中札内村）、アポイ岳ビジターセンター（様似町）、アポイ岳調査研究⽀
援センター（様似町）

10⽉ ⽇⾼⼭脈館設計について協議
11⽉ ⽇⾼⼭脈館設計について協議

平成10(1998)年 6⽉ ⽇⾼⼭脈館新築⼯事（平成11年3⽉まで）
6-8⽉ ⽇⾼⼭脈館基本調査3委託業務
8-12⽉ ⽇⾼⼭脈館展⽰品作成その1委託業務
8⽉ ⽇⾼⼭脈館展⽰⼯事（平成11年3⽉まで）

平成11(1999)年 1-3⽉ ⽇⾼⼭脈館展⽰備品その1購⼊業務
4-6⽉ ⽇⾼⼭脈館展⽰品作成その2委託業務
4-6⽉ ⽇⾼⼭脈館基本調査4委託業務
6⽉26⽇ ⽇⾼⼭脈館オープン

オープニングセレモニー
特別展 「⽇⾼⼭脈写真展」（6/26〜10/24）
特別展 「地図で⾒る⽇⾼展」（6/26〜10/24）

7⽉ 「今⽇はとことんお⼭のとりこ」開催（7/10〜11）
⾃然講座 “第1回 ⽇⾼⼭脈の地質を⾒て歩こう体験の会”（7/25）

8⽉ ⾃然講座 “第2回 ⽇⾼⼭脈の地質を⾒て歩こう体験の会”（8/28〜29）
9⽉ 「秋のペンケヌーシ岳登⼭会」開催（9/23）
10⽉ ⾃然講座 “第3回 ⽇⾼⼭脈の地質を⾒て歩こう体験の会”（10/30）

平成12(2000)年 5⽉ ⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2000（継続開催事業全12回：5/14〜2001/3/25）
6⽉ 累計⼊館者数10,000⼈（6/25）

特別展「芽室岳測量100年記念展」（6/30〜7/16）
7⽉ 特別展「⼤いなる⼭と⾕〜⽇⾼⼭脈」伊藤健次写真展（7/20〜8/20）
8⽉ 北海道遺産地域フォーラム（8/26）

平成13(2001)年 4⽉ ⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2001（継続開催事業全12回：4/15〜2002/3/17）
3⽉ ⽇⾼町⽣涯学習講演会 「⼭なんて嫌いだった〜⼭登りで⾒つけた⾃然のすばらしさと本当の⾃

分」（3/21）
8⽉ 特別展「花とのふれあい写真展」（8/5〜9/2）

特別展「市根井孝悦写真展−⽇⾼⼭脈・遥かなる⼭並み−」（8/7〜19）
平成14(2002)年 3⽉ ⽇⾼衝突帯 最新成果検討会（3/14〜15）

4⽉ ⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2002（継続開催事業全12回：4/14〜2003/3/16）
特別展 「ヒグマが語ってくれたこと」伊藤健次写真展（4/23〜5/12）
累計⼊館者数20,000⼈（4/27）

5⽉ スライド上映会 「ヒグマが語ってくれたこと」（5/10）
8⽉ 特別展 「地球からの贈り物 ⽇⾼⼭脈と北海道の鉱⽯展」（8/11〜9/29）
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平成15(2003)年 4⽉ ⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2003（継続開催事業全12回：4/19〜2004/3/6）
8⽉ 写真展「ナキウサギの住む北海道」（8/9〜9/23）
10⽉ 特別展「ひだかで⽣まれた“いし”の展覧会 〜寄贈化⽯・鉱物・岩⽯展〜」（10/11〜11/3）

博⼠に聞こう！この⽯な〜に？ 〜⽯・鉱物・化⽯の鑑定会〜（10/12）
平成16(2004)年 4⽉ 累計⼊館者数30,000⼈（4/15）

5⽉ ⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2004（継続開催事業全7回：5/22〜2005/3/13）
7⽉ ʼ04移動博物館 「刷って、伝える−印刷再発⾒−」（北海道開拓記念館移動展）（7/3〜8）
9⽉ ⽇本地質学会第111回総会にて、⽇⾼町が、「⽇⾼⼭脈館による地質学の普及と野外調査活動の⽀

援」の活動にて、地質学の普及および発展に⼤きく貢献しているとして、学会表彰
10⽉ 博物館法における「登録博物館」となる（10⽉19⽇付：北博登第52号）

博⼠に聞こう！この⽯な〜に？ 〜⽯・鉱物・化⽯の鑑定会'04〜（10/24）
平成17(2005)年 3⽉ 「⼭坊主の⽇⾼⼭脈写真展」（3/19〜5/8）

5⽉ ⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2005（継続開催事業全6回：5/29〜2006/2/19）
10⽉ 博⼠に聞こう！この⽯な〜に？ 〜⽯・鉱物・化⽯の鑑定会ʼ05〜（10/10）

平成18(2006)年 1⽉ 写真展「⽯を調べるはかせの⼀⽇〜研究者の⾒た⽇⾼⼭脈〜」（1/29〜3/31）
6⽉ ⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2006（継続開催事業全6回：6/11〜2007/2）
8⽉ 累計⼊館者数40,000⼈（8/8）
10⽉ 博⼠に聞こう！この⽯な〜に？ 〜⽯・鉱物・化⽯のお宝鑑定会'06〜（10/29）

平成19(2007)年 2⽉ 写真展「⽇⾼⼭脈北部の⾼⼭植物〜幌尻岳を中⼼に〜」（2/10〜5/13）
3⽉ ⼩野 昌⼦ 学芸員が退職（31⽇）
4⽉ 東 豊⼟ 学芸員（現職）が着任（1⽇）
6⽉ ⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2007（継続開催事業全6回：6/30〜2008/3/1）
7⽉ 特別展「海の⽯⼭の⽯展」（7/25〜8/31）

平成19(2007)年 9⽉ ⽇本地質学会第114年学術⼤会 (2007年・札幌)⾒学旅⾏ (K班)  ⾒学地点および巡検案内（9/12〜13
のうち1⽇⽬）

11⽉ 博⼠に聞こう！この⽯な〜に？ 〜⽯・鉱物・化⽯の鑑定会ʼ07〜（11/3）
平成20(2008)年 5⽉ 特別展「北海道のアンモナイト展」（5/20〜8/31）

6⽉ ⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2008（継続開催事業全6回：6/8〜2009/4/12）
特別展「北海道のアンモナイト展」関連事業 化⽯レプリカを作ろう（6/14，6/21，6/29，7/12，
7/13，7/19，7/20，7/21，7/27，8/2，8/16，8/17，8/30，8/31）

8⽉ 写真展「⽇⾼⼭脈写真展」（8/7〜10/31）
特別展「北海道のアンモナイト展」関連事業 化⽯採取に⾏こう（8/10）

11⽉ 累計⼊館者数50,000⼈（11/3）
博⼠に聞こう！この⽯な〜に？ 〜⽯・鉱物・化⽯のお宝鑑定会'08〜（11/30）

平成21(2009)年 5⽉ ⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2009（継続開催事業全6回：5/31〜2010/3/6）
7⽉ ⽇⾼⼭脈館開館10周年記念事業「ペンケヌーシ岳登⼭会」（7/4〜5）
8⽉ ⽇⾼⼭脈館開館10周年記念事業「ペンケヌーシ岳登⼭会〜岩崎元郎さんと登る〜」（8/1〜2：荒天

のため中⽌）
10⽉ ⽇⾼⼭脈館開館10周年記念事業「⽇⾼の地質を歩く」（10/4）

⽇⾼⼭脈館開館10周年記念事業「⽇⾼の⾃然を語る」（10/18）
11⽉ 博⼠に聞こう！この⽯な〜に？-⽯・鉱物・化⽯のお宝鑑定会2009-（11/8）

特別展「⼭の絵画展」（11/15〜2010/3/31）
平成22(2010)年 4⽉ 「⽇⾼⼭脈館だより」創刊（以後継続発⾏）

5⽉ 特別事業「宝⽯すくい」（5/1〜5，5/8〜9，7/31，8/1，8/8，8/15）
特別事業「⽇⾼⼭脈館クイズラリー」（5/8〜10，7/31，8/1，8/8，8/15）

6⽉ ⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2010（継続開催事業全6回：6/13〜2011/3/5）
8⽉ ⽇⾼の⽯ころ図鑑作り（8/7，8/14）
11⽉ 博⼠に聞こう！この⽯な〜に？ -⽯・鉱物・化⽯のお宝鑑定会2010-（11/7）

平成23(2011)年 4⽉ 特別展「⼩惑星探査機「はやぶさ」が採取した鉱物と⽇⾼の鉱物 〜どこが似てる？どこが違う？
〜」（4/29〜8/31）
特別事業「宝⽯すくい」（4/29〜5/5）特別事業「クイズラリー」（4/29〜5/5）

5⽉ ⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2011（⾃然科学講座・岩⽯地質講座を併設し、全12回の継続事業：
5/29〜2012/3/3）

7⽉ 特別事業「アンモナイトレプリカづくり＆クイズラリー」（7/30〜31，8/6，8/13〜14)
8⽉ 累計⼊館者数60,000⼈（8/23）
11⽉ ⽯・鉱物・化⽯のお宝鑑定会2011（11/19）

6



8

平成24(2012)年 4⽉ 「⽇⾼⼭脈博物館」に名称変更（4/1）
「⽇⾼⼭脈館だより」を「⽇⾼⼭脈博物館だより」に名称変更（以後継続発⾏）
特別事業「GW宝⽯すくい」（4/28〜5/6）

6⽉ ⽇⾼⼭脈博物館⾃然体験事業2012（⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2012[⾃然科学講座・岩⽯地質講
座]、⽇⾼⼭脈⾃然体験隊2012、⽇⾼⾃由研究サポーターを併設し、全13回の継続事業：6/17〜
2013/3/10）

11⽉ ⽯・鉱物・化⽯のお宝鑑定会2012（11/25）
ネイチャーセミナー写真展（11/9〜3/31）

平成25(2013)年 4⽉ GW宝⽯すくい（4/27〜29，5/3〜6）
6⽉ ⽇⾼⼭脈博物館⾃然体験事業2013（⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2013[⾃然科学講座・岩⽯地質講

座]、⽇⾼⼭脈⾃然体験隊2013を併設し、全9回の継続事業：6/30〜2014/3/7）
11⽉ ⽯・鉱物・化⽯のお宝鑑定会2013（11/16）

累計⼊館者数70,000⼈（11/20）
平成26(2014)年 5⽉ 特別事業「GW宝⽯すくい」（5/3〜6）

6⽉ ⽇⾼⼭脈博物館⾃然体験事業2014（⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2014[⾃然科学講座・岩⽯地質講
座]、⽇⾼⼭脈⾃然体験隊2014を併設し、全9回の継続事業：6/21〜2015/3/7）

10⽉ ⽇本地質学会北海道⽀部2014年⽇⾼巡検「⽇⾼変成帯北部〜神居古潭帯の横断」 ⾒学地点および
巡検案内（10/4〜5）

11⽉ ⽯・鉱物・化⽯のお宝鑑定会2014（11/16）
平成27(2015)年 1⽉ 特別展・寄贈資料展「⽇⾼の翠の⽯−アオトラと⽇⾼ヒスイ−」（1/31〜3/28）

5⽉ 特別事業「GW宝⽯すくい」（5/2〜6）
6⽉ ⽇⾼⼭脈博物館⾃然体験事業2015（⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2015[⾃然科学講座・岩⽯地質講

座]、⽇⾼⼭脈⾃然体験隊2015を併設し、全9回の継続事業：6/20〜2016/3/5）
平成27(2015)年 9⽉ 特別事業「SW宝⽯すくい」（9/19〜23）

11⽉ ⽯・鉱物・化⽯のお宝鑑定会2015（11/14）
12⽉ 累計⼊館者数80,000⼈（12/4）

平成28(2016)年 4⽉ 特別事業「GW宝⽯すくい」（4/29〜5/8）
6⽉ ⽇⾼⼭脈博物館⾃然体験事業2016（⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2016[⾃然科学講座・岩⽯地質講

座]、⽇⾼⼭脈⾃然体験隊2016を併設し、全9回の継続事業：6/25〜2017/3/11）
11⽉ ⽯・鉱物・化⽯のお宝鑑定会2016（11/26）

平成29(2017)年 4⽉ 特別事業「GW宝⽯すくい」（4/29〜30，5/2〜7）
6⽉ ⽇⾼⼭脈博物館⾃然体験事業2017（⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2017[⾃然科学講座・岩⽯地質講

座]、⽇⾼⼭脈⾃然体験隊2017を併設し、全9回の継続事業：6/24〜2018/3/10）
11⽉ ⽯・鉱物・化⽯のお宝鑑定会2017（11/19）

平成30(2018)年 4⽉ ⽇⾼⼭脈博物館紀要「⽇⾼⼭脈研究」を創刊（オンライン・ジャーナルとして、以降継続発⾏）
特別事業「GW宝⽯すくい」（4/28〜30，5/3〜6）

5⽉ 累計⼊館者数90,000⼈（5/4）
6⽉ ⽇⾼⼭脈博物館⾃然体験事業2018（⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2018[⾃然科学講座・岩⽯地質講

座]、⽇⾼⼭脈⾃然体験隊2018を併設し、全9回の継続事業：6/15〜2020/2/15）
11⽉ ⽯・鉱物・化⽯のお宝鑑定会2018（11/18）

平成31･令和元(2019)年 4⽉ 特別事業「GW宝⽯すくい」（4/27〜5/6）
6⽉ ⽇⾼⼭脈博物館⾃然体験事業2019（⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2019[⾃然科学講座・岩⽯地質講

座]、⽇⾼⼭脈⾃然体験隊2019を併設し、全9回の継続事業：6/24〜2018/3/10）
11⽉ ⽯・鉱物・化⽯のお宝鑑定会2019（11/10）

令和2(2020)年 4⽉ 新型コロナウイルス対策の特別措置法に基づく「緊急事態宣⾔」の全国拡⼤ならびに、新型コロナ
ウイルス感染症（COVID-19）拡⼤防⽌の観点に基づき、4⽉20⽇〜「緊急事態宣⾔」解除（5⽉25
⽇）〜5⽉27⽇まで臨時休館
※ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）拡⼤予防の観点に基づき、「GW宝⽯すくい」「⽯・
鉱物・化⽯のお宝鑑定会2020」などは中⽌。

6⽉ ⽇⾼⼭脈博物館⾃然体験事業2020（⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2020[⾃然科学講座・岩⽯地質講
座]、⽇⾼⼭脈⾃然体験隊2020を併設し、全9回の継続事業：6/6〜2021/2/27）
※ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）拡⼤予防の観点に基づき、6回が中⽌。

8⽉ 累計⼊館者数100,000⼈（8/9）
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令和3(2021)年 5⽉ 新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく「緊急事態宣⾔」の発出に基づき、5⽉17⽇〜「緊急
事態宣⾔」解除（6⽉20⽇）まで臨時休館

6⽉ ⽇⾼⼭脈博物館⾃然体験事業2021（⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2021[⾃然科学講座・岩⽯地質講
座]、⽇⾼⼭脈⾃然体験隊2021を併設し、全9回の継続事業：6/12〜2022/3/12）
※ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）拡⼤予防の観点に基づき、5回が中⽌。

7⽉ 「⽇⾼⼭脈博物館運営事業報告書」を、従来のCD-Rによる発⾏からオンライン発⾏へ切り替え。
ISSNを取得。

8⽉ 新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく「緊急事態宣⾔」の発出に基づき、8⽉28⽇〜「緊急
事態宣⾔」解除（当初9⽉12⽇、その後9⽉30⽇まで延⻑）まで臨時休館
※ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）拡⼤予防の観点に基づき、「GW宝⽯すくい」「⽯・
鉱物・化⽯のお宝鑑定会2021」などは中⽌。

12⽉ 博物館1階（展⽰室）の照明取替（LED化）⼯事（〜2022年1⽉）
令和4(2022)年 4⽉ 特別事業「博物館クイズラリー」（4/29〜5/1，5/3〜8）

6⽉ ⽇⾼⼭脈博物館⾃然体験事業2022（⽇⾼⼭脈ネイチャーセミナー2022[⾃然科学講座・岩⽯地質講
座]、⽇⾼⼭脈⾃然体験隊2022を併設し、全8回の継続事業。ただし、⽇⾼⼭脈⾃然体験隊2022は、
⽇⾼町⺠限定事業とするため、リーフレットには掲載せず、⽣涯学習課で募集した。：6/28〜

8⽉ ⽔道管破損による⽇⾼地区断⽔のため、臨時休館（8/19〜21）
※ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）拡⼤予防の観点に基づき、「GW宝⽯すくい」「⽯・
鉱物・化⽯のお宝鑑定会2021」などは中⽌。

令和5(2023)年 2⽉ 博物館1階（展⽰室以外）の照明取替（LED化）⼯事（〜3⽉）

8
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 −  主たる機関名  −  
 
北海道⼤学 東京⼯業⼤学 京都⼤学 静岡⼤学
⼭形⼤学 環境省  北海道博物館  
新冠町郷⼟資料館 むかわ町⽴穂別博物館  
⽇胆地区博物館等連絡協議会 ⽇⾼⼩学校  
⾨別⼩学校 富川⼩学校 ⽇⾼北部森林管理署 
⽇⾼⾼校 南富良野町教育委員会 
(独)国⽴⽇⾼⻘少年⾃然の家 アースサイエンス株式会社 
NPO 北海道総合地質学研究センター 
公益財団法⼈ 北海道埋蔵⽂化財センター 北海道教育局 
⽇⾼教育局 北海道新聞社静内⽀局 
NPO 法⼈どんころ野外学校 

  ほか 

年 度 ⽉ ⼈数
令和4年度 4⽉ 8

5⽉ 10
6⽉ 14
7⽉ 11
8⽉ 18
9⽉ 23

10⽉ 5
11⽉ 28
12⽉ 2

1⽉ 2
2⽉ 2
3⽉ 3

126合計

33312



年⽉⽇ 利⽤団体
R4.4.13 ⽇⾼⾼校⽣
R4.5.26 南富良野町千⾥⼤学
R4.6.29 富川⼩学校5年⽣
R4.7.15 ⽇⾼管内図書館振興協議会
R4.9.7 静岡⼤学
R4.9.11 東京⼯業⼤学、京都⼤学
R4.9.13 北海道⼤学
R4.9.30 ⽇⾼⼩学校2年⽣
R4.10.22 NPO法⼈どんころ野外学校

13 13



14 14



 2022

15 15
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